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研究成果の概要 

ストリゴラクトンは植物体内では地上部枝分かれを抑制する植物ホルモンとして、土壌根圏では共生

菌である AM 菌の宿主認識シグナルとして作用する。根から分泌されるストリゴラクトンは多様な構

造が知られているが、地上部枝分かれ抑制ホルモンとして機能するストリゴラクトンについてはまだ

明らかになっていない。地上部枝分かれおよびストリゴラクトン生合成・分泌の制御は、養分欠乏の影

響を強く受けることから、窒素欠乏条件下のシロイヌナズナにおける枝分かれ抑制の表現型解析と内

生ストリゴラクトンの同定を詳細に解析したところ、ナズナの場合は、窒素欠乏は根ではなく地上部基

部のストリゴラクトン含量を促進し、ストリゴラクトンのうち、カーラクトン酸メチルの地上部基部レ

ベルによってその枝分かれが抑制されることを明らかにすることができた (Sakioka R, Yoneyama K. 

Nitrogen deficiency influences strigolactone levels in basal parts of shoots and shoot branching phenotype 

in Arabidopsis thaliana. Biosci Biotechnol Biochem, 2024)。さらにナズナにおいて、ストリゴラクトン

生合成遺伝子 CYP722A は、ストリゴラクトン中間体であるカーラクトン酸から 16-ヒドロキシカーラ

クトン酸への変換を触媒し、種子植物においてこの 16-ヒドロキシカーラクトン酸は地上部枝分かれ抑

制型ストリゴラクトンの生成に重要な基質であることを明らかにした  (Zhou A et al. Evolution of 

interorganismal strigolactone biosynthesis in seed plants. Science, 2025)。 
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